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スケジュール 

 
 6月９日（土） 10:00-12:00  ワークショップ ８号館	 ２階	 ８２２教室 
 12:00- 受付開始 ８号館	 ２階  ホール 
 13:00-14:55  研究発表Ⅰ ８号館	 ２階  ８１２, ８２２, ８２３教室 
 15:15-18:00  シンポジウム ８号館	 ２階	 ８１３教室 
 18:15-20:15  懇親会 カフェパンセ（５号館 １階） 

 
 6月1０日（日） 9:30-  受付開始 ８号館	 ２階 ホール 
 10:00-11:55  研究発表Ⅱ ８号館	 ２階	 ８１２, ８２２, ８２３教室 
 13:00-14:15  研究発表Ⅲ  ８号館	 ２階	 ８１２, ８２２, ８２３教室 
 14:30-14:50  総会 ８号館	 ２階	 ８１３教室 
 14:50-16:20 招待講演 ８号館	 ２階	 ８１３教室 
 16:20 閉会の辞 ８号館	 ２階	 ８１３教室 

   
 
❒ 大会参加について 

・ 事前に会員登録をお願いします。大会前10日以内に会費納入された方は振替受領書をお持ち下さい。

会費納入が確認できない場合，当日会費のお支払いをお願いし，後日確認後，返金いたします。会員

登録については学会ウェブサイト（https://kls-linguist.com/）をご覧下さい。 

・ 会員は参加無料（会員登録も当日行っております）。当日会員は一般2,000円，学生1,000円です。 

・ 受付で会員登録を確認したうえで，名札をお渡しします。会場では名札を着用下さい。名札のない方

は入場できません。 

 

❒ 懇親会 

第1日目のシンポジウム終了後, カフェパンセ（５号館 １階）で懇親会を開きます。発表者の方も一般会

員の方も，気軽にご参加下さい。（会費：一般4,000円，学生3,000円） 

 

❒ 昼食 

9日（土）・10日（日）ともに，学内の食堂は開いておりませんので，昼食は各自ご持参下さる方が無難

です。9日（土）に限り，学内 iCommons 内のファミリーマートおよび，カフェPRONTOが開いています

（ともに14時まで。いずれも日曜閉店）。学外では，会場より徒歩400mのところに「うまみや」（弁当

屋），インド料理屋，焼肉屋（ともにランチあり）があるほかは会場近くに食事できるところはありませ

んので，昼食は各自ご持参下さる方が無難です。なお岡本駅前には弁当が買える場所としてCoop，RF1 

SOZAI，またローゲンマイヤー，DONQといったベーカリーがあります。 

 

❒ 喫煙・ゴミについて 

・会場内は禁煙です。喫煙は会場校が指定する場所でお願いします（大会受付にお尋ね下さい）。	

・ゴミのお持ち帰りにご協力下さい。



第43回大会プログラム	

 

 

 第１日：６月９日（土） 

 

ワークショップ [ 8 号館 2 階 ] ........................................................................... 10:00−12:00 
 
B 会場 822 教室 

日英語の移動表現における経路表示の多様性と第二言語習得 

代表者：眞野	美穂（鳴門教育大学）	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 江口	 清子（宮崎大学）	

	 吉成	 祐子（岐阜大学）	

指定討論者：松本	曜（国立国語研究所）	

 

 

大会受付開始［８号館 ２階 ホール］………. ............................................................... 12:00 
 
 
研究発表Ⅰ［８号館 ２階 ］ ..................................................................................... 13:00−14:55 
 
A 会場 812 教室 司会：藏藤 健雄（立命館大学） 

1  (13:00-13:35) Ne as a Questioning Operator on Speech Acts 

   井原 駿	 (大阪大学大学院生／日本学術振興会特別研究員) 

2  (13:40-14:15) 日本語の量化副詞について - 固有名詞との相互作用の観点から - 

               水谷	 謙太 (大阪大学大学院生)  

3  (14:20-14:55) 質問文・感嘆文における文末終助詞「か」の統語論・意味論について 

 杜	 暁磊（広島大学大学院生） 

 

B 会場 822 教室 司会：三宅	知宏（大阪大学）	

1  (13:00-13:35) 上接語からみる「であれば」の機能分化 

 諸葛 玹（名古屋大学大学院生） 

2  (13:40-14:15) 国語教科書における連体修飾節構造 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 －外国ルーツ高校生の日本語リテラシー教育のための基礎調査－ 

 松本 理美（立命館大学大学院生）・有田 節子（立命館大学） 

3  (14:20-14:55) オノマトペの習得と語彙取得の一般的傾向	 －野地コーパスからの検討－ 

 齊藤	 都（名古屋大学大学院生） 

 

C 会場 823 教室 司会：田中 真一（神戸大学） 
1  (13:00-13:35) 日本語における外来語のアクセントと原語の接辞 

 永富	 央章（神戸大学大学院生） 



2  (13:40-14:15) 現代語動詞のイ音便，ウ音便そして促音便 

 氏平	 明（新潟リハビリテーション大学） 

3  (14:20-14:55) 大阪・京都方言における撥音とピッチ・アクセント	 【招聘発表】 

 吉田	 優子（同志社大学） 

 

 
シンポジウム［８号館１階 ８１３教室］ ......................................................... 15:15−18:00 
 
文構造の核と周辺—従属節のタイポロジー— 

 

	 オーガナイザー：野田	 尚史（国立国語研究所）	

叙述の類型から見た文の意味階層構造	 	 	 益岡	 隆志（関西外国語大学）	

従属節における係りの深さと受けの広さの相関について	 田窪	 行則（国立国語研究所）	

文構造の中核と周辺における準体構造と連用構造の機能分担と競合		 	 堀江	 薫	 	 	 （名古屋大学）	

副詞節に見る従属度の新たなタイポロジー	 		 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 遠藤	 喜雄	 （神田外語大学）	

	 	 	 〃	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 前田	 雅子		（九州工業大学）	

 
 

懇親会［カフェパンセ（５号館 １階）］  ......................................................... 18:15−20:15 
 （会費：一般 4,000円，学生 3,000円） 

 

 

 

 

 第２日：６月１０日（日） 

 
 

研究発表Ⅱ［８号館 ２階］ ................................................................................ 10:00−11:55 
 
A 会場 812 教室 司会： 岸本 秀樹（神戸大学） 

4 (10:00-10:35) On Constraining Free Merge 

 Ginsburg, Jason（大阪教育大学）・Fong, Sandiway（University of Arizona） 
5 (10:40-11:15) On so-called kara-subjects in Japanese 

 野口 雄矢（大阪大学大学院生） 

6 (11:20-11:55)     On predicates of personal taste in Japanese:  developing Matsuoka (2016) 

 Kaori MIURA （Kyushu Sangyo University） 

 

B 会場 822 教室  司会：西光	義光（神戸大学名誉教授）	

4 (10:00-10:35) SVO言語におけるコピュラと存在動詞の在り方の類型的特徴 

 陳	 夢潔（大阪府立大学大学院生） 



 

5 (10:40-11:15) 中国語感覚形容詞の時間把握	 ―感覚形容詞のメタファー用法を例に―	  

   張	 暁琳（広島大学大学院生） 

6 (11:20-11:55)	 	  アルメニア語の名詞修飾表現における不定形句の時制解釈  

                  ― 日本語との対照を通して― 

クロヤン ルイザ（名古屋大学大学院生）・堀江	 薫（名古屋大学大学院） 

 

C 会場 823 教室  司会：滝沢 直宏（立命館大学） 

4 (10:00-10:35) 日タイ語の自称詞使用に関するコーパス分析 

	 	  ―自称詞の種類と subjectivityに注目して― 

	 ロイケオ	 スィリアチャー（東北大学大学院生）・上原	聡（東北大学）	

5 (10:40-11:15) 離脱動詞のタイプと移動動詞、状態変化動詞との関係  

	 	 	 	  ―「とれる，はずれる，むける」などを中心に― 

李	 響（筑波大学大学院生） 

6 (11:20-11:55)	 	  日本語の授与動詞の意味拡張に関する一考察 

 ―構文的アプローチに基づくコーパス分析―  

サリンラット	 カウィーチャールモンコン（東北大学大学院生）・上原	聡（東北大学）	

 

研究発表Ⅲ［８号館２階］ .................................................................................. 13:00−14:15 
 
A 会場 812 教室 司会：定延 利之（京都大学） 

7 (13:00-13:35) 単独発話のドイツ語付加疑問についての一考察 

 木村	 英莉子（同志社大学・嘱託講師） 
8 (13:40-14:15) 指示対象の認識に関する資源―名前と指示詞について―	 【招聘発表】 

 須賀 あゆみ（奈良女子大学） 

 

B 会場 822 教室  司会：佐野	まさき（立命館大学）	

7 (13:00-13:35) 単独用法の as if節：解釈上の主節と慣習性の観点から 

 平尾	 恵美（奈良女子大学大学院生） 

8 (13:40-14:15) 英語の do-noun構文における意味と文脈情報の関連性 

中尾	 朋子（大阪大学・非常勤講師） 

 

C 会場 823 教室   司会	 中野 陽子（関西学院大学） 

7 (13:00-13:35) 分散形態論における語種の取り扱いと接辞の具現	 【招聘発表】	

	 田川	拓海（筑波大学） 

8 (13:40-14:15) How does joint attention interact with the meaning-making process of adjectives?        

An experimental study 

Yusuke SUGAYA（Mie University） 

 
 



総会［８号館１階 ８１３教室］ .......................................................................... 14:30-14:50 
 
招待講演［８号館１階 ８１３教室］ .................................................................. 14:50−16:20 
 

           司会：宮本	陽一（大阪大学）	

話者の視線が解き明かす言語と思考の関係         

酒井 弘 (早稲田大学)	

	

  

閉会の辞［８号館２階 ８１３教室］ ............................................................................. 16:20 

	 関西言語学会会長	龍城	正明	



甲南大学 岡本キャンパスへのアクセス 

 

交通アクセス 
・	阪急神戸線 岡本駅から徒歩 12 分 

・	JR 神戸線 摂津本山駅から徒歩 14 分 

 

 

大会委員	 上田	功	(委員長)	秋田	喜美	 有田	節子	 菊田	千春	 金水	敏	

	 定延	利之	 佐野	まさき	 菅原	真理子	 龍城	正明	 田中	真一	

	 田中	裕幸						田村	幸誠	 	 	 鄭	聖汝	 中井	悟	 中野	陽子	

 中谷 健太郎	 那須	紀夫	 長谷部	陽一郎	 益岡	隆志	 	 	 松本	曜	

	 水口	志乃扶	 三宅	知宏	 吉村	公宏	

開催校委員 中谷 健太郎	    福島彰利	 	    Nigel G. Duffield	 	 Andrew T. Martin	

事務局 山本	英一						


